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　風速は気温とあわせて、体感温
度を左右する重要な要因です。クー
リングパッドは強力な設備ですが、
汚れによって空冷、風速効果の両
方を下げてしまいます。クーリング
パッドは気化熱を利用していますの
で、気温自体を下げられますが、汚
れにより空冷効果が2～3℃低下す
るといわれています。また、パッド部
分は消耗品ですので、掃除しても変
形や目詰まりが解消されずに十分
な風速が確保できない場合は、交
換が必要になります。5年使用したも
のを交換した結果、風速が1ｍ/秒
以上改善した事例もあります。気温
32℃における、風速と体感温度の

関係を図1に示しましたが、風速1ｍ
/秒の違いが鶏の体感温度を大きく
左右することが分かります。掃除や
点検を真夏に行うのは労力もかか
りますし、カビや汚れも落ちづらくな
りますので、梅雨前に一度掃除や点
検を行いましょう。

　鶏が飼料を摂取してから3～5時
間ほど経つと、飼料の消化にともな
う発熱が盛んに行われるようになり
ます。日中は鶏舎温度も上がってい
きますので、気温の上昇と体温の上
昇が重なると、鶏への暑熱ストレス
の影響がますます強まり、ひどい場
合には熱死が起こります。日中の給

餌を控え、比較的涼しい早朝や夕
方にしっかり食べさせることにより、
暑熱ストレスを最小限に抑えること
ができます。

　鶏は呼吸によって放熱を行うた
め、暑熱環境下では、呼吸数が増え
ます。これにより、体内の重炭酸イオ
ン（HCO3-）がCO2として過剰に放
出され、血中のpHがアルカリ性に傾
くため、卵殻形成に重要なカルシウ
ム（Ca）が利用されにくくなります。そ
の結果、産卵率の低下や卵殻質の
悪化が見られるようになります。失わ
れたＨＣO3-を補うためには、重曹（Ｎ
ａＨＣO3）を飲水もしくは飼料添加
により給与することが効果的です
（図2）。
　暑さの影響を最小限に抑えるた
めにも、今回紹介した「３つの対策」
のような、基本的な暑熱対策をしっ
かり行うことが重要です。
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　人や車両、物の防疫対策を徹底
していても、害虫の対策がなければ
効果は低減してしまいます。
　例えば、蚊は死産の原因となる疾
病を媒介する可能性があります。そ
の他、サシバエ、アブ、ヌカカも吸血
し、血液を介して疾病を広げること
が確認されています。吸血をしない
ハエでも、傷口を介して疾病が伝播
するため、感染の危険性を大きくす
る要因になります。
　今回は、適切な防除が行われて
いない場合に、大量発生して問題と
なるハエの対策を紹介します。

　最も一般的な種がイエバエで、
世界的にも畜産では重要な害虫で
す。地域によって異なりますが、イエ
バエは3月頃から発生し始め、梅雨
の終わり頃に増加します。イエバエ
のライフサイクルを図1に示していま

す。卵は堆積した糞の表面近くなど、
比較的乾燥した糞の中に産みつけ
られます。卵からかえった幼虫は新
鮮便など水分量が多い湿った場所
を好みますが、三齢幼虫はしばらく
すると摂食を止め、乾燥した場所に
移動してさなぎになります。

　「害虫駆除」と聞くと、殺虫剤の
散布をイメージするかもしれません
が、それ以前に害虫の発生源となり
うる糞便、飼料などを適切に管理
し、害虫が発生しにくい環境にする
ことが最も重要です。普段は水洗い
をしないスクレーパーのブレードや

エンド部分、ピットに付着した糞便
を一度洗い流すことで、糞便中にい
る卵を除去することができます。ま
た、給水設備から水濡れをして床な
どにたまっている場合は、幼虫の発
育場所となります。水濡れの原因と
なる箇所を修理したり、発生源となり
うる場所の水分を除去したりするな
ど環境整備を行うことが害虫の発
生を防ぎます。

　殺虫剤による害虫駆除は、①発
生源（幼虫）対策、②誘因による成
虫駆除、③散布による成虫駆除に
分けることができます。目的に応じ
て、異なる種類の殺虫剤を適切に
使用することが重要です。梅雨前で
あれば、まだ成虫が大量発生してい
る段階ではないと思いますので、①
の発生源対策を今から行うことで、
夏場の大量発生を軽減することが
できます。IGR剤（昆虫成長調節剤）
は、発生源対策に最も効果的で、幼
虫が発育する場所に殺虫剤を散布
することで成虫になる前に殺虫する
ことができます。環境面からの対策と
ともに殺虫剤の特徴をふまえた上で
対応することが重要です。

効果的なハエ対策を！効果的なハエ対策を！
虫は衛生管理や養豚経営にとって大きなリスクとなります。暑くなると害
虫を目にする機会も増えてきます。今回は、梅雨前から対策を始めるこ

とで効果が期待される害虫対策について紹介します。　　　　　養豚研究室
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図 1　イエバエのライフサイクル

図 1　鶏における風速と体感温度の関係（舎内温度が 32℃の場合）

図 2　パンティング（あえぎ呼吸）の影響と重曹の効果 

年も夏が近づいてきました。鶏舎内外の環境を整備し、暑熱対策の準
備を考え始めた方も多いのではないでしょうか。対策としては、「鶏舎

内の風速の確保」「早朝や夕方の給餌」「重曹の添加」といったものがあります。
メジャーな対策ではありますが、酷暑時には明確に効果が出る方法ですので、
ぜひ実践しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　  　　   養鶏研究室
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参考資料：ブロイラー；Aviagen社技術資料（2010）、
　　　　　採卵鶏；宇和川ら日畜会報（1980）
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交尾後4～8日で産卵
1回で100～150個の卵を産む
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